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This study investigates the emergent processes for prosocial behaviors towards others in 
individuals who have experienced help themselves. First， the participants (N = 200) wrote about 
an experience where they had been helped during the p1モvioustwo weeks and responded about 
frequencies of being helped and emotions experienced in such situations圃 Next，the participants read 
six vignettes describing situations where someone needs help and were then asked if they engaged 
in prosocial behaviors towards others and， ifso， to explain their reasons (motivations). Finally， the 
participants completed two psychological trait scales relating to sympathy and normative attitudes 
towards helping. The findings indicate that the emotions experienced within situations of being helped， 
particularly g1・atitude，mediate the emergent process in shifting from being helped to engaging in 
prosocial behaviors towards others. Moreover， normative attitudes towards helping， which mediate both 
compensation motivations and reciprocal motivations， have positive influences on prosocial behaviors 
towards others. 












1)忍送り」に相当すると思われる英語に 1pay it 
forwardJがある。この表現は昔から小説などで使
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性 (indirectreciprocity) が考えられる。 1m接互理:








間接 JiT~: 性を論じるには. Downstreamと
Upstreamの2種類の互恵性を区別する必要がある
























(Nowak & Roch， 2007) 0 















的に交わさせることが多い (Amato，1990; Tli) 1 ! . 



























































(Davis， 1983; Mehrabian & Epstein， 1972など)。





















































































































































































































































































および平均値と標準偏差は， I満足感」 α=.86，M 
(SD) = 3.86 (1.35)， 1申し訳なさ」 α=.84，M(SD) 





















































(因子負荷量.47) との 3項Bであったため， 1互恵






= .76. M(SD) = 2.48(1.54))。
この「努力を必要とする援助行動jだけは，ほか
の援助場面とは異なり，第 I因子が「互恵的動機」











































































































































































































。=.23，pく.01)，1満足感J(s =.l8， pく.05) と正
の関連がみられ. 1感謝」は 1両社会的行動J(s 
= .l4， pく.10) と正の関連が認められた。 個人特性
としての「援助規範意識jは. 1 互 T~的動機J (。





|惜した。誤差問相関は干「感謝J.i ?i1¥J足感J.i "1:1し訳なさjのそれぞれの誤差現の間すべてと ，1-互恵的動機J.i返
礼的動機」の誤差項の!日]に設定した。非有意なパスは省11告した。
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I!惜した。誤差問中I~関は f感謝J.瀧足感J.i I~:I し訳なさ」のそれぞれの誤差項のI1J]すべてと， i互恵的動機J.i返
礼的動機Jの誤差項の問に設定した。非有意なパスは省f!l告した。
Model Fit : AGFI = .95， CFI = 1.00， RMSEA = .0 本ネリく.001，**p<. 01， *pく.05，tp<.10 
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の両方と正の関連があり，このうち「互恵動機jは
















略した。誤差問相関は， i感謝J，i満足感J， i申し訳なさJのそれぞれの誤差項のIJjjすべてと， ill.j主的動機J.i返
礼的動機」の誤差項の開に設定した。非有意なパスは省 11告した。











Model Fit : AGFI = .94， CFI = .9， RMSEA = .03 * * 戸く.01，* *戸く.01，キ戸<.05



















と同じパターンであった O つまり. 1被援助経験」
は「感謝J(標準偏i回帰係数。 =.23，pく.01). 1満
足感J(s = .18. pく.05)と正の関連がみられ.1感謝」
は「向社会的行動J(自 =.28，pく.01) と正の関連
が認められた。 1司人特性としての 1愛助規範意識」
は.1互恵的動機J(s = .38. pく.001)，1返礼的動機J
(自=.43. pく.001)の再方と正の関連があり，この























疑助経!投が規定していた感情は I!~謝」と 1 {rÌ!\]):E!惑」











略した。誤差問相関は.I感謝J，I満足感よ「申し訳なさjのそれぞれの誤差項の問すべてと， III恵 I~I切手j機J. r返
礼的動機」の誤差項のi習に設定した。非有意なパスは省 II告した。
Model Fit : AGFI =島89，CFI = .93， RMSEA = .08 ネ*リ<.001，**pく.01，リ<.05
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